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尊厳ある人間として復興を歩むために 

 

『復興と尊厳―震災後を生きる南三陸町の軌跡』 

著者 内尾太一 

出版社 東京大学出版会 

 

また３月 11日がめぐってきた。あれから８度目になる。何度めぐってきても、この日で

何かが「終わり」になるわけではない。しかし、その日がこの先も続く人生という道を――

あるいは、復興という道を――横切る線路であるかのように、私たちは、一旦停止する。そ

して左右を見て、今いる地点を確かめ、これまで歩んできた道を振り返る。その道のりをど

のように受け止めるかは、もちろん人によっても違うし、同じ人でも、その時によって異な

るだろう。だがいつも、そこでは様々な思いが交錯する。そして私たちは、また顔をあげ、

その“線路”をまたぎ、前に進んでいくだろう。 

本書は、震災発生当時、東京で学ぶ 20代の大学院生であり、なかば予期せぬかたちで支

援活動に関わることになった著者の、震災から５年間の歩みの記録であり、著者の博士論文

をもとにした学術書である。だが、それは決して、自分語りに耽るものでも、学問的な理論

を弄ぶものでも、訳知り顔で復興を論評するものでもない。 

著者は、震災発生直前に設立された NPO法人「『人間の安全保障』フォーラム」の主要メ

ンバーとして、震災後の半年ほどは東京から仙台への週末ボランティアの送迎を、その後は

宮城県登米市の仮設住宅での子どもの学習支援等の活動を行ってきた。そうした経験をも

とに著者は、著者が深く関わることになった“津波常習地”南三陸町で震災に巻き込まれた

人びとや、著者とともに支援に関わった人びと、そして著者自身の、苦悩や希望、安堵や怒

りなど、様々な思いに揺れる手探りの歩みを、丹念に文字にしていこうとする。 

「津波常習地」という言葉が示すように、災害は繰り返し起きる。だが同時に災害は、二

度と同じようには起きない。それゆえ、本書の帯の言葉を使えば、この歩みはつねに「比類

なき」ものになる。著者は自らの知的バックグラウンドをもとに、「人間の安全保障」とい

う新しい開発パラダイムから取り出した「尊厳」という概念と、文化人類学のエスノグラフ

ィという方法を手がかりに、この「比類なき」歩みを、ひとつの語りの線として紡いでいく。 

そこで取り上げられるのは、マスメディアがつくりだす「あるべき被災者像」に嵌らない、

生き生きとした人間の姿である。支援を受けることをためらい、時に支援者である著者らに、

支援物資を「おすそわけ」してくれるような姿。あるいは、もの言わず咲く椿の花に地域へ

の愛着を託し、それをモチーフにしながら被災や復興のストーリーを語り直そうとする姿。

そして、言葉や行為を通して、震災によって命を落とした身近な人びとと今も共にあること

を維持しながら、人生を歩もうとする姿。 

こうした姿から著者は、一方的な贈与としての支援が被災者をエンパワーするのではな

く、かえって負債となり、その力を奪ってしまう可能性を指摘し、支援が内包する権力関係

を解除していく実践（「アンパワーメント」と著者は名づける。國分功一郎が再発見した「中

動態」とつなげて考えることもできるかもしれない）を提唱し、復興まちづくりにおける主

体性を国家から奪い返そうとする象徴的想像力に目を向け、個別性をもった死者の体験を

我がこととして継承するところから次の災害への備えを考えていくことを主張する。 

この支援をめぐる議論のように、本書では「支援者」としてどう「被災者」に向かい合う
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かということが丁寧に考察されている。だが、「支援者」「被災者」というカテゴリー的な名

は、繊細かつ奥深い差異や葛藤（宮地尚子が論じるような）を内在させているはずである。

それをふまえると、支援者―被災者関係をまた別の仕方で捉え直せるかもしれない。また

「尊厳」は、開発論にもとづく「外からの」概念のように見えるが、当事者が発する具体的

な（時に断片的な）言葉や行為から、当人にとっての尊厳の拠りどころとするものをより仔

細に検討することで、その当事者理解への潜在的可能性をさらに発揮しうるだろう。 

本書で取り上げられるエピソードは、メディア報道に慣れた目には、感動的というよりは、

どこかで聞いたことのある、些細なものに見えるかもしれない。しかしそこには、人間とい

うものがいかなるものであるのか――相互にやり取りをし、語りあい、共に生きる――を広

い視野で考えようとする眼差しがある。さらに本書は、復興に関して、実践的に問題となり

うる点を示しつつも、それをどう解決するべきかについては、唯一解を提示しようとするの

ではなく、個々の現場に開いたままにしている。こうした態度において、本書はきわめて人

類学的だといえる。 

私たちの、決してまっすぐでない道では、様々なものが回帰し、私たちを一旦停止に誘う。

本書と共に一度立ち止まって、自分の歩みを振り返ってみたい。私たちの歩み方は一人一人

異なる。だが、バラバラの道を歩んでいるのではない。本書は、私たちが、人間的な誇りを

もって、自分の足で、そして共に歩んでゆくための手がかりを示している。 

 


